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まちの話題MACHI no WADAI
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　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１１月１日（土）から３日（月）の３日間、栗駒地区
のみちのく風土館で「くりはら秋の窯元フェス２０
２５」が開催されました。
　この催しは、市内の４つの窯元が制作した作品の
販売と陶芸を通じて、栗原の魅力を発信しようと開
催されたもので、今年で３回目の開催になります。
　会場では、各窯元ごとに普段の暮らしを彩る器が

多数展示され、
来場者は、手触
り を 確 認 し た
り、窯元との会
話を楽しみなが
ら熱心に品定め
する様子が見ら
れました。

　１１月１日（土）と２日（日）、若柳ドリーム・パル
で「第５３回若柳文化祭」が開催されました。
　会場では、主に若柳地区で活動する文化や芸術団
体の会員が制作したパンアートや絵画、陶芸、押し
花、短歌などが展示された他、こども園の園児が制
作したハロウィンの貼り絵なども展示され、幅広い
年代の人たちの作品が会場を飾りました。

 また、会場に
は子どもや知人
の作品を見よう
とたくさんの人
が訪れ、作品を
前に笑顔で談笑
しながら鑑賞し
ていました。

　１１月２日（日）、金成体育センターなどを会場に
「金成未来こどもまつり」が開催されました。
　この祭りは、子どもたちに栗原の魅力を肌で感じ
てもらおうと、これまでの夏祭りの形を変え、開催
されたものです。
　当日は、子どもみこしが地区内を練り歩き、祭り
を盛り上げた他、ステージでは、子どもたちを主体と

した吹奏楽や、
和太鼓の演奏、
ダンスなどが披
露されました。
また、リンゴな
ど、特産品の販
売も人気を集め
ていました。

　１０月３１日（金）、「放課後等デイサービス合同
ハロウィン・栗原警察署激励訪問」が行われました。
　この催しは、市内３カ所で放課後等デイサービス
を運営する社会福祉法人豊明会が、市内の安全安心
に貢献する栗原警察署へ感謝を伝えようと、ハロ
ウィンに合わせ行ったものです。
　当日は、事業所を利用する児童約４０人が仮装衣

装をまとって、
栗原警察署を訪
問し、署長へ日
頃の活動に感謝
を伝えました。
また、街頭に立
ち、交通安全を
呼びかけました。

　１０月３１日（金）、高清水幼稚園の園児たちがリ
ンゴ狩りを楽しみました。
　この催しは、同地区特産の高清水リンゴを園児た
ちに親しんでもらおうと開催したもので、当日は、
年長児に当たるきりん組の園児９人が同地区の佐々
木果樹園を訪問しました。
　到着後、園主から収穫方法を教わった園児たちは

さっそく、リン
ゴの木の間を何
度も往復しなが
ら 品 定 め を 行
い、赤く大きな
リンゴを楽しそ
うに収穫してい
ました。

　１１月３日（月）、築館総合支所前などを会場に
「２０２５薬師まつり」が開催されました。
　祭りは、かつて奥州を治めた藤原秀衡の妻、幼
名しづはた姫が難病を患った際、薬師如来に祈願
して完治したことを感謝し、一族を従えて御礼参
りに訪れた様子を再現したものです。
　御所車に乗ったしづはた姫を中心に、藤原一族
やみこし、手踊り、龍神の舞など、約５００人が
築館地区商店街を練り歩き、沿道では多くの人が
現代に再現された時代絵巻を楽しみました。

　１２月１９日（金）から２４日（水）にかけて、岐
阜県各務原市の川崎重工ホッケースタジアムなど
で開催される「令和７年度第５７回全国高等学校
選抜ホッケー大会」に、築館高等学校の男子ホッ
ケー部と女子ホッケー部が出場します。
　両部は、１０月に開催された東北地区予選会で
３位に入賞し、男子は１１年ぶり、女子は３年ぶ
りに全国大会に挑みます。両部のキャプテンは

「１つでも多く勝利を重ね、上位を目指したい」と
大会に向け、意気込んでいます。

　１２月２５日（木）から２８日（日）にかけて、京
都府の島津アリーナ京都で開催される「エンジョ
イ！バレーボールフェスティバル２０２５」に、
高清水小学校４年の久光凛桜さん（高清水２区）
が出場します。
　久光さんは、所属する大崎市の富永女子バレー
ボールクラブのメンバーとして出場するもので、

「全国大会では、優勝目指して、自分の中で一番
のプレーをしたい」と、これまでの練習の成果を
発揮しようと意気込んでいます。

ひさ  みつ    り     お

　１１月９日（日）、若柳中学校前を発着点として
「栗原ハーフマラソン２０２５」を開催しました。
この大会は、コースが平坦で好タイムが期待でき
ることや、渡り鳥が上空を舞う美しい光景を見な
がら走れると人気で、全国から１，２１７人のラ
ンナーが出場しました。
　各レースでは、自己ベストのタイムを目指し、
さっそうと走る選手や、アニメのキャラクターに
扮して走る選手などもおり、沿道からは市民の力
強い声援が送られました。

ふん

ふじ  わらのひで ひら

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。
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まちの話題
ズームアップ

市内４窯の魅力が集結

文化や芸術の実りを展示

地域愛を育む祭り開催

仮装姿で交通安全を呼びかけ 園児が高清水リンゴを収穫

時代絵巻を現代に再現

築高ホッケー部が全国に挑む全国の頂点へアタック

晩秋を感じながら風になる


